
自転車利用実態調査（案）について  
・ 自転車の利用実態を把握するため、アンケートと交通量調査を実施。 

・ アンケート調査は、市民向けと高校生向けの２種類を実施。 

 

１．アンケート 
項目 市民 高校生 

目的 ・ 市民を対象として自転車利用
の実態と利用意向を把握する 

 

・ 自転車の主な利用者と考えられ
る高校生に対して自転車利用の

実態と利用意向を把握する 

調査結果

の活用 ・ ネットワーク路線抽出や危険個所（要対策箇所）の抽出に活用 

・ 今後の利用意向を把握し、計画の基本方針や利用促進策に反映 

対象 ・ 住民基本台帳より無作為に抽
出した 13 歳以上の市民 3,000

人を対象 

・ 市内の高校に通う自転車利用者
2,000 人程度を対象（他自治体か

ら通う高校生を含む） 

調査内容 (全ての方) 

・ 自転車利用の状況、自転車利用
に関する知識、要望する施策等 

(自転車利用者のみ) 

・ 利用目的、利用頻度、走行経路、
走行箇所の選択基準等 

・ 通学手段、自転車通学の頻度、通
学経路、危険箇所、自転車利用に

関する知識等 

実施予定

時期 ・ ８月 ・ ９月～１０月上旬 

実施方法 ・ 郵送により配布、回収 ・各高校を通じて直接配布、回収 

 

２．交通量調査 
項目 交通量調査 

目的 ・ 既存資料では把握できていない主要道路の自動車、自転車、歩行者の
交通量を把握する 

調査結果

の活用 ・ ネットワーク路線の抽出や自転車走行空間の整備形態の検討に活用 

調査内容 ・ 平日・休日 12時間調査 (各１日) 

箇所数 ・ 6箇所程度 

実施予定

時期 ・ ９月～１０月 

 

資料５ 


